
輸入検疫で発見された主な病害虫

平成5年 に輸入された植物から発見された重要

病害虫は別表のとおりである。このなかで、*印

のついている貨物として輸入されたタイ産オクラ

からサツマイモの害虫であるアリモドキゾウムシ

が発見された事例が3回 あった。また、ミャンマー

から輸入される豆類からブラジルマメゾウムシの

発見が目立っている。空港では、東南アジア地域

から携帯品として持込まれる熱帯果実類が多く、

これらから発見されるミカンコミバエやウリミバ

エの発見回数が相変わらず多くい。

発見病害虫名 寄主植物発見回数 輸出国別発見回数

輸入禁止品

対
象
害
虫

Ceratitis capitata チチュウカイミバエ(6件)Dacus dorsalis ミカンコミバエ(221件)Dacus　cucurbitae　 ウリミバエ(20件)Cydia pomonellaコ ドリンガ(2件)Cylas formicarius アリモドキゾウムシ(5件)

リンゴ（1）マルメロ（1）チェリモヤ(1)カ ニステル（1）

コーヒーノキ（1）アカテツ科（1）

マンゴウ(52)リ ュウガン(27)レ ンブ(23)バ ンレイシ(23)

バンジロウ(21)ナ ツメ(8)サン トール(8)レイシ(7)

バナナ(7)ト ウガラシ(6)ランブー夕ン(4)他20種(35)

ニガウリ(8)キュウリ(4)ササゲ(3)イ ンゲン(1)

ヘチマ(1)ヘ ビウリ(1)ヤサイカラスウリ(1)メ ロン(1)

リンゴ(2)

サツマ イモ(2)*オ クラ(3)

ペルー(3)ス ぺイン(1)ブ ラジル(1)モ ロッコ(1)台 湾(96)タ イ(56)フ ィリピン(38)シ ンガポール(8)マ レーシア(7)イ ンドネシア(3)ベ トナム(3)カ ンボジア(1)ミ ャンマー(1)不 明(8)台 湾(6)フ ィリピン(4)バ ングラディシュ(4)タ イ(4)ス リランカ(1)イ ンド(1)ぺ ルー(1)ア メリカ(1)タ イ(3)台 湾(1)中 国(1)

特定

重要
病
害
虫

Colletotrichum capsici(17件)Anastrepha fraterculus ミナミアメリカミバエ(6件)Ceratitis rosa ナタールミバエ(1件)Diabrotica undecimpunctata ジュウイチホシウリハムシ(2件)Otiorhynchus sulcatus キンケクチブトゾウムシ(1件)Otiorhynchvs ouatus イチゴクチブトゾウムシ(1件)Pantomorus cervinus フラーバラゾウムシ(1件)Zabrotes subfasciatus ブラシルマメゾウムシ(36件)Heterodera schachtii テンサイシストセンチュウ(1件)Radopholus similis バナナネモグリセンチュウ(16件)

トウガラシ(16)ナ ス種子(1)

マ ンゴウ(3)タ マゴノキ(1)ビ ワ(1)コーヒーノキ(1)

マ メ科生果実(1)

グレープフルーツ(1)レ タス(1)

カエデ属(1)

モミ属(1)

フロテア属(4)ツ ゲ属(3)テ ンニンソウ属(2)オレンジ(1)

ライマ メ(24)イ ンゲン(5)ヤエナ リ(2)タケアズキ(2)

ツルアズキ(1)ヒ ヨコマメ(1)ブラックマッペ(1)

テンサ イ(1)

ショウガ(16)

タイ(9)マ レーシア(3)他3か国(5)ブ ラジル(5)ペルー(1) ナイジェリア(1)ア メリカ(2)オランダ(1)ア メリカ(1)ハ ワイ(6)オ ーストラリア(3)南 アフリカ(1)ミ ャンマー(33)イ ンド(1)ペ ルー(1)パキスタン(1)オーストラリア(1)インドネシア(16)

海外のニュース

中南米に発生したジャガイモの鱗翅目害虫

ジャガイモの害虫としては、ジャガイモガが世

界的に有名であるが、近年、中南米地域において、

ジャガイモガと同じキバガ科に属する鱗翅目害虫

2種の発生が報告されているので紹介する。

1970年にコスタリカで、ジャガイモの塊茎を食

害する害虫が発見され、1973年にキバガ科の新種

Scrobipalpopsis solanivora Povolnyと して記載さ

れた。現在ではグァテマラからパナマに至る中南

米諸国で発生している。本種もジャガイモガと同

じようにジャガイモの塊茎を食害するが、土中ま

たは貯蔵中の緑化していない塊茎に限られている。

本種の生態と防除方法に関する研究は緒につい

たばかりで、今後の研究が待たれている。栽植用

の種バレイショについては殺虫剤(ボ ラトン2.5

%粉 剤)の 粉衣が有効である。
一方、1991年にボリビア国内で収穫されたジャ

ガイモから、これまで知られていなかった鱗翅目

幼虫による被害が発生し、調査 した結果、キバガ

科のParaschema detectendum Povolnyで あるこ

とが判明した。本種による被害は、幼虫が塊茎内

部を食害することによって引き起こされる。本種

は孔道内に虫糞を蓄積しながら食害 し、ジャガイ

モガのように虫糞を孔道外に排出しないことから、

両種の識別は可能である。幼虫の体色はクリーム

色で、終齢幼虫になると雄が9mm、 雌が16mmに な

り、ジャガイモガに比べかなり大きい。蛹は暗褐

色である。標高2,700～4,000mの ジャガイモ栽培

地帯で発生している。
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